
内容： 

 環境へ負荷を低減させた複合材料（サステナブル複合材
料）の新規開発とその特性評価に関する研究を行っている． 

 軽量構造材料としてこれまで使用されてきたガラス繊維強
化プラスチックス（GRRP）は，リサイクルがし難いことに加え
て，石油・石炭などを枯渇資源を原料として製造される．そこ
で本研究ではGFRPと同等の力学的特性をもち，リサイクル
性に優れ，しかも資源面での制約の少ない，天然植物繊維
で強化した新しいバイオベース複合材料（グリーンコンポジッ
ト）の開発を行っている． 

 天然植物繊維は，強度特性においてガラス繊維よりも劣る
が，図１に示すように内部にルーメンと称される空洞を有す
る．このためこの内部構造に由来して様々な機能を発揮する
ことに注目している．例えば，ルーメンの内部を満たしている
空気の熱伝導率は多くの固体物質よりも小さいため，このよ
うな繊維で強化したグリーンコンポジットは優れた断熱性を
有することが示されている（図２）．我々はこの機能性に注目
し，グリーンコンポジットの断熱性と天然繊維の内部構造と
関係について研究を進めている 
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図１ 天然繊維の内部構造（直径約170µm） 
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図２ 複合材料の熱伝導率に及ぼす繊維含有量の影響 
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